
一般高圧ガス引渡先保安台帳

【医療用途を除く消費者および特定不活性ガス販売業者】

得意先コード 作成 年 月 日

※得意先コードは、販売業者の容器管理システムあるいは、取引記録がある経理システム上の当該引渡し先のコード番号を記入する。

引
渡
先

名称 [MAP] http://

所在地 〒 -

連絡先 TEL FAX

※MAPは、本データをパソコン上等で保存する場合に、Web地図サービス提供のアドレスを入力する。

消

費

情

報

許認可状況 □第1種製造 □第2種製造 □第1種貯蔵 □第2種貯蔵 □特定消費 □消防法第9条の3届出

責

任

者

保安責任者 □ 容器受払責任者 □ ローリー受入責任者

部署役職 氏名 連絡 部署役職 氏名 連絡 部署役職 氏名 連絡

[e-mailto:] [e-mailto:] [e-mailto:]

契

約

関

連

売買基
本契約

年 月 日 □ 容器貸
借契約

年 月 日
期限

年 □ 管理委託
（代理登録）

年 月 日 本

□
貸
与
設
備
明
細

貸与開始日 設備明細 貸与契約

年 月 日 □有 □無

年 月 日 □有 □無

年 月 日 □有 □無

年 月 日 □有 □無

置場距離 第一種 m 第二種 m 消費の場所 □事業所内 □現場持出

※高圧ガスの引渡し先において、引渡し先での保安責任者（旧書式での「取り扱い責任者」）は必ず記入し、容器での提供先は容器受払責任

者を、ローリーによる提供先にはローリー受入れ責任者の選任を要請する。

※置場距離は、それぞれ第一種に容器置場から直近の第一種保安物件までの、第二種に第二種保安物件までの距離を記載する。
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□MSDS電子配布への了解
液化石油ガスを販売する
場合につける図面等 □別添

圧縮天然ガスを燃料の用に供する一般消費者に販売する場

合につける図面やその他のガスの供給についての資料等
□別添

※引き渡すガスごとに、ＭＳＤＳの配布、その他の合致する項目に○をつける。「指導」は引渡しの状況が適法でない場合などで、消費者に指導

などを行った場合、当該欄に○を付け、裏面に詳細を記録する。



一般高圧ガス引渡先保安台帳（裏面）

□フルオロカーボン・不活性ガス
などの販売も行う場合

届出 年 月 日 販売責任者名

※フルオロカーボン等を容器で購入して冷蔵庫の冷媒ガスを詰替えたり、補充する場合は、冷凍機の規模に関係なく高圧ガスの販売届出が必

要です。また、炭酸ガスを酒屋に販売する時等も販売届出が必要となりますが、冷媒ガスを補充する場合や酒屋に炭酸ガスのみを販売すると

きなどは、別途に販売業者用の保安台帳を作成することなく、ここに記載することによって管理することができる。

周

知

記

録

周知が

□要／

□不要

な引渡先

周知日付 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

周知した者の氏名

周知日付 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

周知した者の氏名

※周知文書を配布した場合は、周知文書に添付の周知文書受領書を保存し、配布年月日をここに転記する。

保

安

事

項

記

録

欄

実施日 点検・保安・講習等に関する事項 対応措置 対象者 別添

年 月 日 □

年 月 日 □

年 月 日 □

年 月 日 □

年 月 日 □

年 月 日 □

年 月 日 □

年 月 日 □

年 月 日 □

年 月 日 □

年 月 日 □

年 月 日 □

年 月 日 □

年 月 日 □

年 月 日 □

年 月 日 □

年 月 日 □

※保安記録記載事項

販売先に対して行った保安上の指導、助言、あるいは高圧ガスにかかる事故、災害の状況、及び容器、配管、施設など異常の有無、なら

びにそれに対してとった措置、その他保安上の資料となる事項。（指導フォーム、事故報告、教育報告などを添付してください）

保安責任者

（販売業者）

年 月 日～ 年 月 日～ 年 月 日～ 年 月 日～ 年 月 日～

年 月 日～ 年 月 日～ 年 月 日～ 年 月 日～ 年 月 日～

※保安責任者は、販売業者側の当該引渡し先に対する販売上の保安責任者を記入する。年月日には選任された日付を記入する。



液化石油ガスを販売する場合の図面等

得意先コード

※得意先コードは、保安台帳の「得意先コード」と同一のものを記入する。

引
渡
先

名称

所在地 〒 -

※同一の得意先コードによる引渡し先の詳細を「保安台帳」で管理している場合、必ずしも記入の必要なし
（コードの誤記をチェックするために作成時の名称を記載してもかまわない）。

容器の引渡し内容 引渡場所等 引渡場所の状態

集合装置 □有り □無し

集合装置の場合 → 切換装置 □有り □無し

□配管への接続など

□その他(収納庫など)

□適当

□不適当 → 指導記録□

※用途は保安台帳の「消費の目的」欄に記載する。都度の引渡容器の種類と数量は別途帳簿を作成する。

配管の配置状況 □配管無し □配管有り・配置状況は以下略図のとおり

□配管有り・配置状況は右記略図のとおり

配管図 □別添有り □別添なし 備考

※配管責任者などが記録として必要な場合、備考に記載する。

引渡された容器の

すべてを消費設備

に連結しない理由

□ 単便で利用するため

□ すでに消費設備に接続されている予備貯蔵用途のため

□ その他消費者の指示によるもの

気密試験結果 □試験引渡し（配管の一部または全部が販売業者の管理対象） □配管無しまたは消費者管理等

高 圧 側 低 圧 側

年月日 方法
漏れ箇所

結果等

初圧

KPa

終圧

KPa
方法

漏れ箇所または

結果等
検査者

※配管のない場合または契約などによりすべての配管の管理責任等が消費者にある場合は、点検や試験の記録は消費者によ

って保存される。配管施設が販売業者の責任で引渡されたもので、引渡し前に試験が行われた場合などはここに記録する。

調整器検査記録 □販売業者所有の調整器を取付け納入している □容器の引渡しのみ（以下記録なし）

作成者 作成年月日

年月日 入口圧 出口圧 検査者



圧縮天然ガスを販売する場合の図面等

得意先コード

※得意先コードは、保安台帳の「得意先コード」と同一のものを記入する。

引
渡
先

名称

所在地 〒 -

作成者 作成年月日

引渡した容器から消費者における最初の閉止弁までの配管の配置状況及びそれらの付近の状況を示す図面



引渡先保安台帳作成用アンケート

以下のデータは高圧ガス保安法第20 条の第 6項、一般高圧ガス保安規則40 条第一号ならびに液化石油ガス保安規則第41 条第 1号に規定さ

れた、高圧ガスの「引渡し先の保安状況を明記した台帳」を整備するとした法基準に従って常備する「保安台帳」を作成するための重要な

基本データとなります。間違いの無いよう記入してください。また、今後以下の内容に変更が生じる際には、弊社担当者まで遅滞なくお届

けくださいますよう、お願い申し上げます。（■は必ず、□は該当するものにチェックを入れてご記入ください）

■ご記入者名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿印 ■作成＿＿＿＿年＿＿月＿＿日

■ガス納入先名称 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ■代表者名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

※納入先名称は社名だけではなく、実際にガスを受入れ貯蔵する事業所名までをご記入ください。

■所在地 〒＿＿＿－＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

■連絡先 TEL（＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿ ■FAX（＿＿＿＿＿）＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿

■許認可状況 □第一種製造 □第二種製造 □第一種貯蔵 □第二種貯蔵 □特定消費 □消防法第 9 条の 3 届出

※すでに高圧ガス関連の許認可、届出を行われている場合はチェックしてください。

■保安責任者 部署役職＿＿＿＿＿＿＿＿＿氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿連絡＿＿＿＿＿＿＿＿

※保安責任者はお客様における高圧ガスの管理責任者を記入してください。
※「連絡」は保安責任者の方に連絡をとるための情報を記入ください。E-mail や携帯電話番号などがありがたいです。

□容器受払責任者 部署役職＿＿＿＿＿＿＿＿＿氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿連絡＿＿＿＿＿＿＿＿

※容器でガスを受け入れされる場合は必ず容器受払責任者を選任してください。保安責任者との兼務でもかまいません。

□ローリー受入責任者 部署役職＿＿＿＿＿＿＿＿＿氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿連絡＿＿＿＿＿＿＿＿

※ローリーでガスを受け入れされる場合は必ずローリー受入責任者を選任してください。保安責任者や容器受払責任者と
の兼務でもかまいません。

■消費の場所 □事業所内ですか？または□現場持出もありますか？両方ある場合は両方にチェックして下さい。

※また、事業所外に容器を持ち出してご利用になる際は、社内での容器管理をしっかり行ってください。容器管理に便利
な容器受払い台帳をご用意させていただいております。

冷凍機器のメンテナンスのため、お客様自身がお客様の顧客などの機械に購入したフロンガスなどを充てんする場合や、飲
食店などの生ビールの押し出し用などに炭酸ガスを販売する届出をされている場合は、その情報をいただきます。

□フルオロカーボン・不活性ガスなどの販売を行う

届出＿＿＿＿＿＿年＿＿＿＿月＿＿＿＿日 販売責任者名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

※今後届出される場合は、届出された後必ずご連絡ください。

■法的に弊社から定期的な保安情報をお届けしなければならない利用に該当するかをお尋ねします。

□液化石油ガスやアセチレンガスによる溶接・溶断に利用します

その場合、溶接技能講習修了者等が業務に従事されますか □いいえ □はい（代表氏名）

□液化石油ガスを加熱に利用します

□空気や酸素または酸素の混合ガスをスクーバダイビング等呼吸用に利用します

※該当する場合は、法律により販売業者が保安情報をお配りした際、従業者に周知できるよう体制の構築をお願いします。

■ＭＳＤＳの受け渡しは電子的な方法を利用させていただいてよいですか。

□不可 □ＦＡＸに限る □電子メールの利用 □ホームページからダウンロードを希望

ご協力ありがとうございました 販売店


